
( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

事業内容事業内容事業内容事業内容

　伝統行事の大綱曳を引き継ぐ人材育成、技術の保全・継承、大綱曳を拡大発展させ観光資源として活用するため、大綱曳き実施にかかる支援

を行う。

伝統文化の保全・継承及び新た

な文化のん創造

担当部課名担当部課名担当部課名担当部課名 産業振興課

事業実施事業実施事業実施事業実施

（（（（予定予定予定予定））））年度年度年度年度

平成２４年度 沖縄振興基本方針沖縄振興基本方針沖縄振興基本方針沖縄振興基本方針

該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所

Ⅲ－１－（１）

市町村名市町村名市町村名市町村名 与那原町

平成平成平成平成２４２４２４２４年度沖縄振興特別推進交付金事業年度沖縄振興特別推進交付金事業年度沖縄振興特別推進交付金事業年度沖縄振興特別推進交付金事業（（（（市町村分市町村分市町村分市町村分））））検証検証検証検証シートシートシートシート【【【【公表用公表用公表用公表用】】】】

事業番号事業番号事業番号事業番号

・・・・事業名事業名事業名事業名

１－② 伝統行事を活かした観光振興事業 沖縄沖縄沖縄沖縄２１２１２１２１世紀世紀世紀世紀ビジョンビジョンビジョンビジョン

基本計画該当箇所基本計画該当箇所基本計画該当箇所基本計画該当箇所

３－１－（４）－イ

実施方法実施方法実施方法実施方法

予算額予算額予算額予算額・・・・

執行額執行額執行額執行額

【【【【単位単位単位単位::::千円千円千円千円】】】】

（「（「（「（「交付金交付金交付金交付金」＋」＋」＋」＋

「「「「市町村負担市町村負担市町村負担市町村負担」」」」

ベースベースベースベース））））

　24年度

次年度繰越額 0

予算の状況の説明 当初計画していた事業内容を実施できた。

(a)当初予算額 10,305

26年度 27年度

予

算

の

状

況

(c)増減額(b-a)

A．計(b+d) 10,133

25年度

▲ 172

 　 □直接実施　　　　　□委託　　　　　■補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

28年度

(b)予算現額 10,133

(d)前年度繰越額 －

うち交付金充当額 8,106

B．執行済額 10,133

執行率（％）(B/A) 100.0%

活動目標活動目標活動目標活動目標

（（（（指標指標指標指標））））

及及及及びびびび達成状況達成状況達成状況達成状況

H24活動目標（指標）

与那原大綱曳実施支援

達

成

状

況

説

明

・大綱曳実施に必要な支度用のカツラ、衣装、のぼり旗、その他機器類などの整備を図ることができた。

・９月に大阪市大正区区制８０周年の記念事業に与那原大綱曳を派遣、大観衆の声援のもと実施し与那原大綱曳を関西は

じめ全国にＰＲすることができた。

（※平成25年3月29日公表版の指標は記載誤り）

大阪市大正区へ係員等を派遣し与那原大

綱曳の実施

目　標 派遣実施

実施支援

達成状況

24年度 25年度 26年度 27年度

実　績 実施支援

目　標

成果目標成果目標成果目標成果目標

（（（（指標指標指標指標））））

及及及及びびびび進捗状況進捗状況進捗状況進捗状況

H24成果目標（指標）

基準値

（　年度）

進

捗

状

況

説

明

与那原大綱曳誘客数

目　標

実　績

実　績 派遣実施

10,000人

目標値

（　年度）

24年度 26年度25年度

15,000人

・支度用カツラ・衣装、前舞に参加する女子中学生用衣装などを予定通り揃えることができ、より見栄えのする大綱曳行列、大綱曳を実

施できた。

・また、９月に大阪市大正区に大綱と120名の人員等を派遣、大正区内外の大観衆に与那原大綱曳を披露することができた。

【参考指標】

目　標

実　績



改善余地改善余地改善余地改善余地のののの検証検証検証検証（効率の更なる向上の視点）

取取取取

組組組組

のののの

検検検検

証証証証

推進上推進上推進上推進上のののの留意点留意点留意点留意点（推進上の問題、外部環境の変化）

　備品整備及び大綱曳派遣実施とも当初予定通りできた。

与那原大綱曳まつり第３０回、大正区区制80周年、沖縄祖国復帰40周年の

節目の年にあたり実施したもので、事業目的を十分達成できた。

10,133 10,133 8,106 2,027

今後今後今後今後のののの取取取取りりりり組組組組みみみみ方針方針方針方針

　与那原大綱曳は将来に継承すべき町の伝統行事である。今回整備した備品等を活用し今後も大綱曳の充実・発展を図っていく。

資金資金資金資金のののの流流流流れれれれ

（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費

交付対象

事業費

交付対象

外経費

交付金

充当額

市町村

負担金

資資資資

金金金金

のののの

流流流流

れれれれ

、、、、

費費費費

目目目目

・・・・

使使使使

途途途途

のののの

点点点点

検検検検

評評評評

価価価価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

○ 受益者との負担関係は妥当であるか。

・与那原大綱曳まつり運営委員会は、町内各種機関・団体を

網羅した組織であり、その事業目的等に見合う補助であり妥

当○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

与那原町

10,133千円

補助金

10,133千円

与那原大綱曳まつ

り運営委員会

10,133千円

大綱曳の大阪大正区派遣

実施、大綱曳備品整備に

係る経費の補助



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

成果目標成果目標成果目標成果目標

（（（（指標指標指標指標））））

及及及及びびびび進捗状況進捗状況進捗状況進捗状況

6,000人

H24成果目標（指標）

目標値

（33年度）

ちゃんぷる～市・軽便市を年度６回開催、

誘客数6,000人

目　標

実　績

24年度 25年度

６回開催

6,000人

４回開催

3,350人

26年度

達

成

状

況

説

明

・偶数月の第４日曜日に年度間６回開催予定したが、天候その他行事との関係で４回しか開催できなかった。集客数も天候

等により3,350人（目標値の59%）に留まった。

・備品整備については、今年度はコンテナ倉庫、簡易ステージ、テント、ターブル、イスなどの整備ができた。

活動目標活動目標活動目標活動目標

（（（（指標指標指標指標））））

及及及及びびびび達成状況達成状況達成状況達成状況

４回開催

3,350人

備品整備119点

目　標

６回開催

6,000人誘客

備品整備119点

基準値

（　年度）

実　績

実　績

目　標

【参考指標】

目　標

進

捗

状

況

説

明

・天候その他行事との関係で４回開催、集客数も天候等により3,350人（目標値の59%）に留まった。

・本事業を活用し、簡易ステージ・テント・テーブル・イス等の備品が整ったことにより、来場者用の休憩所が設置され、また、

来場者が腰掛けてイベントを楽しむことが出来るようになった。

当初計画していた事業内容は実施できた。

H24活動目標（指標）

達成状況

24年度 25年度 26年度 27年度

ちゃんぷる～市・軽便市を年度６回開催、

誘客数6,000人（イベント用備品整備）

実　績

執行率（％）(B/A) 100.0%

予算の状況の説明

次年度繰越額 0

うち交付金充当額 2,160

B．執行済額 2,700

A．計(b+d) 2,700

(d)前年度繰越額 －

2,700

0

(b)予算現額 2,700

(c)増減額(b-a)

市町村名市町村名市町村名市町村名 与那原町

平成平成平成平成２４２４２４２４年度沖縄振興特別推進交付金事業年度沖縄振興特別推進交付金事業年度沖縄振興特別推進交付金事業年度沖縄振興特別推進交付金事業（（（（市町村分市町村分市町村分市町村分））））検証検証検証検証シートシートシートシート【【【【公表用公表用公表用公表用】】】】

事業番号事業番号事業番号事業番号

・・・・事業名事業名事業名事業名

１－③ 地域活性化イベント支援事業 沖縄沖縄沖縄沖縄２１２１２１２１世紀世紀世紀世紀ビジョンビジョンビジョンビジョン

基本計画該当箇所基本計画該当箇所基本計画該当箇所基本計画該当箇所

第３章－３－（８）－イ

産業振興課

事業実施事業実施事業実施事業実施

（（（（予定予定予定予定））））年度年度年度年度

予

算

の

状

況

平成２４年度 沖縄振興基本方針沖縄振興基本方針沖縄振興基本方針沖縄振興基本方針

該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所

Ⅲ－１－（１）

地域を支える中小企業等の振興

 　 □直接実施　　　　　□委託　　　　　■補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

　24年度 25年度

担当部課名担当部課名担当部課名担当部課名

事業内容事業内容事業内容事業内容

　商店街でのイベント（ちゃんぷる～市・軽便市）開催による誘客活動を活発にしていく。それに必要な経費助成とイベント用備品整備を行い、商

工・観光の活性化を図る。

28年度

実施方法実施方法実施方法実施方法

予算額予算額予算額予算額・・・・

執行額執行額執行額執行額

【【【【単位単位単位単位::::千円千円千円千円】】】】

（「（「（「（「交付金交付金交付金交付金」＋」＋」＋」＋

「「「「市町村負担市町村負担市町村負担市町村負担」」」」

ベースベースベースベース））））

26年度 27年度

(a)当初予算額



資資資資

金金金金

のののの

流流流流

れれれれ

、、、、

費費費費

目目目目

・・・・

使使使使

途途途途

のののの

点点点点

検検検検

評評評評

価価価価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○

・事業計画、事業目的に即し妥当

予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。 ・事業目的、内容からして妥当

○ 受益者との負担関係は妥当であるか。

与那原町

2,700千円

補助金

2,700千円

与那原町商工会

2,700千円

・約9/10補助、1/10受益者負担であり妥当

・町商工会の事業であり妥当

イベント実施に係る経費の

助成、備品整備に係る経費

の補助

○

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

支出先の選定方法は妥当か。

3,469 2,700 2,160 540 769

交付対象

事業費

・　イベント開催の周知広報を拡充する必要がある。

・　出店者を増やす取り組みが求められる。

・メデｲア等の広告媒体の活用を図る。

・各事業組合を中心に出店案内を呼びかける。

資金資金資金資金のののの流流流流れれれれ

（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

交付対象

外経費

交付金

充当額

市町村

負担金

総事業費

今後今後今後今後のののの取取取取りりりり組組組組みみみみ方針方針方針方針

　この事業を継続支援し、町のＰＲを図り、イベント広報を積極的に展開しその拡充と商工観光振興につなげていく。

取取取取

組組組組

のののの

検検検検

証証証証

推進上推進上推進上推進上のののの留意点留意点留意点留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地改善余地改善余地改善余地のののの検証検証検証検証（効率の更なる向上の視点）



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

担当部課名担当部課名担当部課名担当部課名

事業内容事業内容事業内容事業内容

　本町商工会青年部と北海道浜中町青年部との交流事業を通して沖縄と与那原町のＰＲを図り、南北少年少女体験交流を支援し将来の沖縄観光リ

ピーターを生み出す。平成２４年度は、２月中に３泊４日の旅程で派遣し交流事業に取り組む。

市町村名市町村名市町村名市町村名 与那原町

平成平成平成平成２４２４２４２４年度沖縄振興特別推進交付金事業年度沖縄振興特別推進交付金事業年度沖縄振興特別推進交付金事業年度沖縄振興特別推進交付金事業（（（（市町村分市町村分市町村分市町村分））））検証検証検証検証シートシートシートシート【【【【公表用公表用公表用公表用】】】】

事業番号事業番号事業番号事業番号

・・・・事業名事業名事業名事業名

１－④ 商工会青年部南北交流支援事業 沖縄沖縄沖縄沖縄２１２１２１２１世紀世紀世紀世紀ビジョンビジョンビジョンビジョン

基本計画該当箇所基本計画該当箇所基本計画該当箇所基本計画該当箇所

第３章－３－（２）－イ

28年度

予

算

の

状

況

産業振興課

事業実施事業実施事業実施事業実施

（（（（予定予定予定予定））））年度年度年度年度

平成２４年度 沖縄振興基本方針沖縄振興基本方針沖縄振興基本方針沖縄振興基本方針

該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所

Ⅲ－１－（１）

市場特性に対応した誘客活動の展

開

実施方法実施方法実施方法実施方法  　 □直接実施　　　　　□委託　　　　　■補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額予算額予算額予算額・・・・

執行額執行額執行額執行額

【【【【単位単位単位単位::::千円千円千円千円】】】】

（「（「（「（「交付金交付金交付金交付金」＋」＋」＋」＋

「「「「市町村負担市町村負担市町村負担市町村負担」」」」

ベースベースベースベース））））

　24年度 25年度 26年度 27年度

(a)当初予算額

(b)予算現額 2,000

(c)増減額(b-a)

－

2,000

0

A．計(b+d) 2,000

(d)前年度繰越額

うち交付金充当額 1,600

B．執行済額 2,000

予算の状況の説明 当初計画していた事業内容を実施できた。

次年度繰越額 0

執行率（％）(B/A) 100.0%

活動目標活動目標活動目標活動目標

（（（（指標指標指標指標））））

及及及及びびびび達成状況達成状況達成状況達成状況

H24活動目標（指標）

達成状況

24年度 25年度 26年度 27年度

　交流派遣者数２４人

実　績

目　標 ２４人

２６人

達

成

状

況

説

明

　青年部員１０人と、町立小学校２校の５・６年生を対象に募集し、１６人を選考決定、合わせて２６人派遣することができた。

実　績

【参考指標】

目　標

目　標

基準値

（　年度）

24年度

　交流派遣者数２４人

目　標

26年度

目標値

（３３年度）

24人 260人

実　績

25年度

26人

実　績

進

捗

状

況

説

明

　平成８年度から交流事業が始まったが本町からの派遣は１６年間で４回しかできなかった。本交付金事業により相互派遣ができるようにな

り、今後の交流継続と次代を担う人材育成や特産品相互販売など経済交流の拡大、町をＰＲすることにより観光客の誘客推進につなげてい

く。

成果目標成果目標成果目標成果目標

（（（（指標指標指標指標））））

及及及及びびびび進捗状況進捗状況進捗状況進捗状況

H24成果目標（指標）



取取取取

組組組組

のののの

検検検検

証証証証

推進上推進上推進上推進上のののの留意点留意点留意点留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地改善余地改善余地改善余地のののの検証検証検証検証（効率の更なる向上の視点）

　両町とも行政支援を受け実施されており、今後の交流継続が図られる。今後

は経済交流の拡大を図る必要がある。また、児童は民泊が基本となるので、そ

の受入れ態勢の強化が課題となっている。

　本県南部６市町及び観光関連団体で協力し取り組んでいる南部広域観光事業

に連携した特産品開発、民泊受入れ態勢強化の取り組みが必要となる。

今後今後今後今後のののの取取取取りりりり組組組組みみみみ方針方針方針方針

　引き続き支援を行い、両町特産品の紹介販売等による経済交流の拡大と観光客誘致、民泊受入れ家庭の拡大を図る。

資金資金資金資金のののの流流流流れれれれ

（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費

交付対象

事業費

交付対象外

経費

交付金

充当額

市町村

負担金

400 1,292

○

3,292 2,000 1,600

資資資資

金金金金

のののの

流流流流

れれれれ

、、、、

費費費費

目目目目

・・・・

使使使使

途途途途

のののの

点点点点

検検検検

評評評評

価価価価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。 ・町商工会の事業であり妥当

○

費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。 ・事業計画、事業目的に即し妥当

予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

与那原町

2,000千円

補助金

2,000千円

与那原町商工会

2,000千円

・事業目的、内容からして妥当

○ 受益者との負担関係は妥当であるか。 ・約2/3補助、1/3受益者負担であり妥当

　商工会青年部南北交流事

業に係る経費の補助



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

美化清掃実施

散策コース美化清掃

26年度24年度H24成果目標（指標） 25年度

美化清掃

実施

目　標

100.0%

美化清掃実施

緑化工事2.5ｋｍ実施

25年度

うち交付金充当額

0

17,018

成果目標成果目標成果目標成果目標

（（（（指標指標指標指標））））

及及及及びびびび進捗状況進捗状況進捗状況進捗状況

活動目標活動目標活動目標活動目標

（（（（指標指標指標指標））））

及及及及びびびび達成状況達成状況達成状況達成状況

散策コース全域の美化清掃、その中の一部である町道板良敷沿岸線植樹桝等を全長2.5㎞の緑化工事を行った。

H24活動目標（指標）

目標値

（　年度）

実　績

散策コース美化清掃

緑化工事2.5ｋｍ

進

捗

状

況

説

明

事業内容事業内容事業内容事業内容
町内散策コースの美化・緑化を促進し、観光客が安心・安全で気持ちよく町内を回遊できるように環境美化・整備を行い観光振興を図る。

実施方法実施方法実施方法実施方法

26年度 27年度　24年度 25年度

実　績

予算額予算額予算額予算額・・・・

執行額執行額執行額執行額

【【【【単位単位単位単位::::千円千円千円千円】】】】

（「（「（「（「交付金交付金交付金交付金」＋」＋」＋」＋

「「「「市町村負担市町村負担市町村負担市町村負担」」」」

ベースベースベースベース））））

予算の状況の説明

(c)増減額(b-a)

A．計(b+d)

執行率（％）(B/A)

事業実施事業実施事業実施事業実施

（（（（予定予定予定予定））））年度年度年度年度

22,000

Ⅲ-1-⑴

平成24～平成29年度

 　 ■直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

28年度

沖縄沖縄沖縄沖縄２１２１２１２１世紀世紀世紀世紀ビジョンビジョンビジョンビジョン

基本計画該当箇所基本計画該当箇所基本計画該当箇所基本計画該当箇所

(b)予算現額 21,272

(d)前年度繰越額 －

達成状況

基準値

（　年度）

美化清掃実施

緑化工事2.5ｋｍ

実施

実　績

21,272

21,272

目　標

賃金職員の出勤日数に、雨天等で変動があったので賃金を修正。

達

成

状

況

説

明

▲ 728

次年度繰越額

B．執行済額

24年度

予

算

の

状

況

目　標

(a)当初予算額

散策コース全域の美化清掃、その中の一部である町道板良敷沿岸線植樹枡等を全長2.5㎞の緑化工事を行った。

目　標

実　績

2.5ｋｍ実

施

2.5ｋｍ実施

市町村名市町村名市町村名市町村名 与那原町

事業番号事業番号事業番号事業番号

・・・・事業名事業名事業名事業名

平成平成平成平成２４２４２４２４年度沖縄振興特別推進交付金事業年度沖縄振興特別推進交付金事業年度沖縄振興特別推進交付金事業年度沖縄振興特別推進交付金事業（（（（市町村分市町村分市町村分市町村分））））検証検証検証検証シートシートシートシート【【【【公表用公表用公表用公表用】】】】

第3章　3-⑵

26年度 27年度

緑化工事2.5ｋｍ

1-⑤ 観光地美化・緑化きれいなまちづくり事業

世界水準の観光リゾート地の形

成

担当部課名担当部課名担当部課名担当部課名 まちづくり課 沖縄振興基本方針沖縄振興基本方針沖縄振興基本方針沖縄振興基本方針

該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所



これまでは町独自で散策コースを検討し、決定した経緯があったが、作業段

階で住民からの貴重なご意見及びご指導を頂くことが多々あった。

また、町道板良敷沿岸線始点及び終点については、平成24年度末に信号機

も設置され、これまで以上に町民および観光客への交通路となると予測され

る。

総事業費

交付対象

外経費

改善余地改善余地改善余地改善余地のののの検証検証検証検証（効率の更なる向上の視点）

資資資資

金金金金

のののの

流流流流

れれれれ

、、、、

費費費費

目目目目

・・・・

使使使使

途途途途

のののの

点点点点

検検検検

評評評評

価価価価

取取取取

組組組組

のののの

検検検検

証証証証

推進上推進上推進上推進上のののの留意点留意点留意点留意点（推進上の問題、外部環境の変化）

散策コースの緑化、及び植栽工事を実施した結果、通行する際の見通しや

街並みの雰囲気がよくなった為、事業開始前に比べウォーキング風景など

が、頻繁に見られる。

今後今後今後今後のののの取取取取りりりり組組組組みみみみ方針方針方針方針

平成24年度事業の取組検証を行った結果、散策コースの美化緑化について予想以上に住民の関心が高く、その為、各行政区や地域活動団体などから意見を取

りまとめ、住民ニーズに応えられるよう、よりよい散策コースを設定し、美化緑化作業を実施していきたい。

また、散策コースの一部である板良敷沿岸線については、これまで以上に交通量が増えると予測されるので、町内散策コースとして引き続き延長して、観光客が

安心・安全で気持ちよく町内を回遊できるように環境美化・整備をしていきたい。

資金資金資金資金のののの流流流流れれれれ

（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

交付金

充当額

市町村

負担金

交付対象

事業費

○

21,272

評価

○

○

－

支出先の選定方法は妥当か。

予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

受益者との負担関係は妥当であるか。

○工事請負事業者は指名競争入札により企業組織、実績、

知識等を勘案した上で選定しており、妥当であったと考えて

いる。

○費目・使途については事業目的達成の観点から必要なも

のなのか等について額の確定時において支出等に関する書

類により確認、適正であった。

費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

点　検　項　目 評価に関する説明

021,272 17,018 4,254

与那原町

21,272千円

賃金

3,995千円

一般管理費

363千円

使用料及び賃借料

151千円

備品購入費

337千円

工事請負費

16,425千円

㈲西原農園

13,590千円

㈱グリーンテックトーバル

2,835千円

散策コース緑化に関わる工事費　その1

散策コース緑化に関わる工事費　その2

需用費

与那原自動車

151千円

美化作業の際の使用する軽トラックレ

ンタル使用料として

㈱吉田機器サービス275千円

㈱メイクマン、㈱南栄工業、㈱サン

エー

62千円

草刈り機、トリマー、ブロワー購入費等

作業員4人×6カ月

3,995千円

ジェッター用タンク、安全対策看

板、デジタルカメラ等



( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

成果目標成果目標成果目標成果目標

（（（（指標指標指標指標））））

及及及及びびびび進捗状況進捗状況進捗状況進捗状況

26年度

進

捗

状

況

説

明

学習支援員の配置　６名とスクールカウンセラー１名を配置して、問題を抱える児童生徒へのきめ細かい支援を行う事によ

り、前年度不登校だった生徒のうち、２名の生徒に不登校の改善が見られた。

また、はっきりとした改善が登校日数に表れていないものの、児童生徒の表情や態度・文章等から、徐々に改善への変化が

見られる児童生徒がいることが、学校からの報告や支援員の活動記録から伺える。

一方、改善がみられた生徒がいる反面、新たに不登校となった生徒が増加している。

スクールカウンセラーのサポートした児童

生徒の内、学校復帰などの改善が見られた

人数

目　標

実　績 年間２人減

目　標 ０人

年間

２人減

不登校者

数９人

不登校者

数１５人

25年度

目標値

（２７年度）

学習支援員の配置

５人

実　績 ６人

H24成果目標（指標）

基準値

（23年度）

24年度

５人

27年度

学習支援員　６人

ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ　１人

予算の状況の説明

　当初予算において、執行期間を９ヶ月計上していたが、雇用期間の遅れにより５ヶ月間となった為、予算減額

となっている。また、執行率が低い理由として、賃金職員の３月分の給与が確定しておらず、最終補正に反映

することが困難となり、予算残額となっている。

学習支援員・スクールカウンセラーの配置

実　績

目　標

学習支援員　５人

ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ　１人

活動目標活動目標活動目標活動目標

（（（（指標指標指標指標））））

及及及及びびびび達成状況達成状況達成状況達成状況

H24活動目標（指標）

達成状況

24年度 25年度 26年度

達

成

状

況

説

明

学習支援員の配置　６名

スクールカウンセラーの配置　１名

スクールカウンセラーを１名配置し問題を抱える児童生徒及び、保護者のカウンセリングを各学校で定期的・継続的に行っ

た。

その中で学習に不安を抱える児童・生徒に対し、学校の指導計画に基づき個別の学習支援を継続して行った。

5,291

執行率（％）(B/A) 88.9%

次年度繰越額 0

うち交付金充当額 3,762

B．執行済額 4,702

27年度

 　 ■直接実施　　　　　□委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

－

A．計(b+d)

沖縄振興基本方針沖縄振興基本方針沖縄振興基本方針沖縄振興基本方針

該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所

Ⅲ－３－（１）

26年度

学校教育課

事業実施事業実施事業実施事業実施

（（（（予定予定予定予定））））年度年度年度年度

予

算

の

状

況

▲ 9,411

(a)当初予算額 14,702

(b)予算現額 5,291

(c)増減額(b-a)

(d)前年度繰越額

市町村名市町村名市町村名市町村名 与那原町

平成平成平成平成２４２４２４２４年度沖縄振興特別推進交付金事業年度沖縄振興特別推進交付金事業年度沖縄振興特別推進交付金事業年度沖縄振興特別推進交付金事業（（（（市町村分市町村分市町村分市町村分））））検証検証検証検証シートシートシートシート【【【【公表用公表用公表用公表用】】】】

事業番号事業番号事業番号事業番号

・・・・事業名事業名事業名事業名

4-② きめ細かな児童生徒支援事業

自ら学ぶ意欲を育む教育の充実

沖縄沖縄沖縄沖縄２１２１２１２１世紀世紀世紀世紀ビジョンビジョンビジョンビジョン

基本計画該当箇所基本計画該当箇所基本計画該当箇所基本計画該当箇所

第３章－５－（３）－ア

担当部課名担当部課名担当部課名担当部課名

事業内容事業内容事業内容事業内容

特別な支援を要する児童生徒をはじめ、学習の遅れ気味な児童生徒に対し、個に応じたきめ細かな支援を行う為に、学習支援員を

各学校に配置する。

28年度

平成２４～２８年度

実施方法実施方法実施方法実施方法

予算額予算額予算額予算額・・・・

執行額執行額執行額執行額

【【【【単位単位単位単位::::千円千円千円千円】】】】

（「（「（「（「交付金交付金交付金交付金」＋」＋」＋」＋

「「「「市町村負担市町村負担市町村負担市町村負担」」」」

ベースベースベースベース））））

　24年度 25年度

スクールカウンセラーの配置

目　標 ０人 １人 １人

実　績 １人



資資資資

金金金金

のののの

流流流流

れれれれ

、、、、

費費費費

目目目目

・・・・

使使使使

途途途途

のののの

点点点点

検検検検

評評評評

価価価価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○

－

4,702 4,702

○人選については採用前に複数者による面接を行っている

ので妥当と考える。

○当初予算にて計画した雇用期間の変更により、予算減額

が発生した。また、年度末（３月分）の給与確定が困難であっ

た。

△ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

○

3,762 940

支出先の選定方法は妥当か。

受益者との負担関係は妥当であるか。

費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

　(ア)　問題を抱える児童生徒の支援の為に、学校を始め諸関係機関が毎月定期的に情報交換と対応についての協議の場を設定し、

         事業のより効果的な運用を図る。

　(イ)　支援員の定期的な研修会及び連絡会を実施し、支援員のスキルアップを図る。またカウンセラーと学校の教師のカウンセリング力の向上図るために、

        スクールカウンセラースーパーバイザ－を配置し、カウンセラーと直接児童生徒に関わる教師のスキルアップを図る。

　(ウ)　各学校の実状に合わせて、支援員とカウンセラーの増員を行い、事業の推進を図る。

今後今後今後今後のののの取取取取りりりり組組組組みみみみ方針方針方針方針

資金資金資金資金のののの流流流流れれれれ

（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費

交付対象

事業費

交付対象

外経費

交付金

充当額

市町村

負担金

取取取取

組組組組

のののの

検検検検

証証証証

推進上推進上推進上推進上のののの留意点留意点留意点留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地改善余地改善余地改善余地のののの検証検証検証検証（効率の更なる向上の視点）

(ア)不登校や教育の諸問題は、様々な要因が関係しており、特に家庭

環境が起因となる場合が多く、本事業の人的支援だけでは必ずしも効

果がすぐに表れないことがある。

(イ)カウンセラー及び支援員のスキルや対象児童との人間関係によっ

て事業効果に差がある。

(ウ)埋立地への人口流入を主要因とした全体の生徒数と支援を要す

る児童生徒数が年々増加しているため、単純に前年度と比較して純

減となる状況には無い。しかし、本事業を行っている効果で不登校等

の急激な増加を食い止めている状況である。

(ア)関係機関との定期的な連携システムの構築

(イ)支援員の定期的な研修の実施と充実を図る。

　　カウンセラーのスキルアップのための指導的立場の人材の育成

(ウ)学校現場の現状の把握と要望のヒアリング

(エ）目標成果を不登校人数の削減数にて設定していたが、全体児童

　　数の増加やそもそも問題を抱えた校区外からの転入などの要因

　　により、不登校者数のみの目標設定は把握が難しい。次年度の

    目標設定を全体児童数における不登校者数の割合にて設定する

　  方が望ましい。

与那原町

4,702千円

　報酬

　1,215千円

　スクールカウンセラー　１人

　共済費

　171千円

　スクールカウンセラー　１人

　賃金

　3,316千円

　学習支援員　６人



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

市町村名市町村名市町村名市町村名 与那原町

平成平成平成平成２４２４２４２４年度沖縄振興特別推進交付金事業年度沖縄振興特別推進交付金事業年度沖縄振興特別推進交付金事業年度沖縄振興特別推進交付金事業（（（（市町村分市町村分市町村分市町村分））））検証検証検証検証シートシートシートシート【【【【公表用公表用公表用公表用】】】】

事業番号事業番号事業番号事業番号

・・・・事業名事業名事業名事業名

4-③ 国際理解人材育成事業 沖縄沖縄沖縄沖縄２１２１２１２１世紀世紀世紀世紀ビジョンビジョンビジョンビジョン

基本計画該当箇所基本計画該当箇所基本計画該当箇所基本計画該当箇所

第３章－５－（４）－ア

担当部課名担当部課名担当部課名担当部課名

事業内容事業内容事業内容事業内容

沖縄振興の発展に重要な国際的感覚や視点を身に付ける人材育成の為に、英語指導員(ALT)の他に英語指導の補助員を配置し、

外国語活動及び国際理解教育を充実させる。

28年度

沖縄振興基本方針沖縄振興基本方針沖縄振興基本方針沖縄振興基本方針

該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所

A．計(b+d) 1,322

(d)前年度繰越額 －

Ⅲ－３－（１）

国際性と多様な能力を涵養する

教育システムの構築

予

算

の

状

況

学校教育課

事業実施事業実施事業実施事業実施

（（（（予定予定予定予定））））年度年度年度年度

平成２４～２８年度

(c)増減額(b-a)

(a)当初予算額

実施方法実施方法実施方法実施方法  　 ■直接実施　　　　　□委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額予算額予算額予算額・・・・

執行額執行額執行額執行額

【【【【単位単位単位単位::::千円千円千円千円】】】】

（「（「（「（「交付金交付金交付金交付金」＋」＋」＋」＋

「「「「市町村負担市町村負担市町村負担市町村負担」」」」

ベースベースベースベース））））

　24年度 25年度 26年度 27年度

▲ 1,234

2,556

(b)予算現額 1,322

うち交付金充当額 1,057

次年度繰越額 0

B．執行済額 1,321

執行率（％）(B/A) 99.9%

予算の状況の説明

　当初予算において、執行期間を９ヶ月計上していたが、雇用期間の遅れにより５ヶ月間となった為、予算減額

となっている。

英語助手　１人

27年度

英語指導助手の配置

実　績

活動目標活動目標活動目標活動目標

（（（（指標指標指標指標））））

及及及及びびびび達成状況達成状況達成状況達成状況

H24活動目標（指標）

達成状況

24年度 25年度

目　標

26年度

目　標 英語助手　１人

25年度

実　績

１人

達

成

状

況

説

明

英語指導助手の配置１名

学校の外国語活動及び、国際理解教育の充実を目指し、ＡＬＴ(外国語指導助手)１名を配置し、町内小中学校で定期的に学

習支援に参加させ、学習意欲向上を図った。

成果目標成果目標成果目標成果目標

（（（（指標指標指標指標））））

及及及及びびびび進捗状況進捗状況進捗状況進捗状況

H24成果目標（指標）

基準値

（23年度）

24年度

目標値

（27年度）

26年度

１１６人

２人

実　績 １人

目　標

英語指導助手の配置

１３６人

【参考指標】

英語検定取得者数

目　標 ８０人 ９５人

実　績

進

捗

状

況

説

明

英語指導助手を１名配置し、定期的に各学校の外国語活動の支援を行うことにより、児童生徒の学習内容が向上し、外国語への興味関

心と学習意欲が高まった。その結果、英語検定への受験者が増加し、合格者も前年度と比較して１．４５倍(実数３６名)の増加となった。

継続的な取り組みにより、学習意欲の向上の目標達成ができたと考える。



取取取取

組組組組

のののの

検検検検

証証証証

推進上推進上推進上推進上のののの留意点留意点留意点留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地改善余地改善余地改善余地のののの検証検証検証検証（効率の更なる向上の視点）

児童生徒数・学級数に対してＡＬＴ１名の配置は、ＡＬＴの負担過重になってい

る。需要に対して人的配置が不十分である。

(ア)　ＡＬＴの人員の増員が必要である。

(イ)  ＡＬＴのスキルの向上と、指導内容の系統化及び統一が必要である。

今後今後今後今後のののの取取取取りりりり組組組組みみみみ方針方針方針方針

　(ア) ＡＬＴ１名から２名へ増員を行い、支援の時数を増やし指導の更なる充実を図る。

  (イ) ＡＬＴと外国語指導担当教師の研修会の実施と連携を図っていく。

資金資金資金資金のののの流流流流れれれれ

（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費

交付対象

事業費

交付対象

外経費

交付金

充当額

市町村

負担金

1,321 1,321 1,057 264

資資資資

金金金金

のののの

流流流流

れれれれ

、、、、

費費費費

目目目目

・・・・

使使使使

途途途途

のののの

点点点点

検検検検

評評評評

価価価価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。

○人選については、これまでの経験や実績に基づき採用を

行っているので妥当と考える。

○当初予算にて計画した雇用期間の変更により、予算減額

が発生した。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

△ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

○

与那原町

1,321千円

　報酬

　1,150千円

　英語指導助手　１人

　共済費

　171千円

　英語指導助手　１人



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

成果目標成果目標成果目標成果目標

（（（（指標指標指標指標））））

及及及及びびびび進捗状況進捗状況進捗状況進捗状況

H24成果目標（指標）

実　績

実　績

－

三味線・ﾋﾟｱﾉ

管楽器等　整備

進

捗

状

況

説

明

沖縄の特異な音楽文化を継承する若い人材を育成し、音楽文化活動を支援するために、２４年度は三線や管楽器等の楽器を購入し、環

境整備を行った。予定どおり整備が行うことができ、次年度からの有効な活用に向けての環境が整った。

25年度 26年度

目標値

（27年度）

－

三味線・ﾋﾟｱﾉ

管楽器等

整備

【参考指標】

目　標 －

目　標

基準値

（　年度）

24年度

三味線・管楽器等の整備

目　標

達

成

状

況

説

明

沖縄の特異な音楽文化を継承する若い人材を育成し、音楽文化活動を支援するために、２４年度は三線や管楽器等の楽器

整備を行った。三線４０挺、打楽器等８点、管楽器２３点を整備し環境を整えた。

実　績

三味線・ﾋﾟｱﾉ

管楽器等　整備

目　標

三味線・ﾋﾟｱﾉ

管楽器等　整備

活動目標活動目標活動目標活動目標

（（（（指標指標指標指標））））

及及及及びびびび達成状況達成状況達成状況達成状況

H24活動目標（指標）

達成状況

24年度 25年度 26年度 27年度

三味線・管楽器等の整備

実　績

執行率（％）(B/A) 100.0%

予算の状況の説明 特に問題なし。

次年度繰越額 0

うち交付金充当額 10,038

B．執行済額 12,547

A．計(b+d) 12,548

(d)前年度繰越額 －

13,000

▲ 452

(b)予算現額 12,548

(c)増減額(b-a)

実施方法実施方法実施方法実施方法  　 ■直接実施　　　　　□委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額予算額予算額予算額・・・・

執行額執行額執行額執行額

【【【【単位単位単位単位::::千円千円千円千円】】】】

（「（「（「（「交付金交付金交付金交付金」＋」＋」＋」＋

「「「「市町村負担市町村負担市町村負担市町村負担」」」」

ベースベースベースベース））））

　24年度 25年度 26年度 27年度

(a)当初予算額

第３章－５－（１）－ア

28年度

予

算

の

状

況

学校教育課

事業実施事業実施事業実施事業実施

（（（（予定予定予定予定））））年度年度年度年度

平成２４～２８年度 沖縄振興基本方針沖縄振興基本方針沖縄振興基本方針沖縄振興基本方針

該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所

Ⅲ－３－（１）

沖縄らしい個性を持った人づくり

の推進

担当部課名担当部課名担当部課名担当部課名

事業内容事業内容事業内容事業内容

沖縄の特異文化である歌・三味線や、様々な音楽文化を継承し、地域イベントへの積極的な参加を支援する為に、三線や管楽器等の楽器整備

を行う。

市町村名市町村名市町村名市町村名 与那原町

平成平成平成平成２４２４２４２４年度沖縄振興特別推進交付金事業年度沖縄振興特別推進交付金事業年度沖縄振興特別推進交付金事業年度沖縄振興特別推進交付金事業（（（（市町村分市町村分市町村分市町村分））））検証検証検証検証シートシートシートシート【【【【公表用公表用公表用公表用】】】】

事業番号事業番号事業番号事業番号

・・・・事業名事業名事業名事業名

4-④ 沖縄文化推進事業 沖縄沖縄沖縄沖縄２１２１２１２１世紀世紀世紀世紀ビジョンビジョンビジョンビジョン

基本計画該当箇所基本計画該当箇所基本計画該当箇所基本計画該当箇所



資資資資

金金金金

のののの

流流流流

れれれれ

、、、、

費費費費

目目目目

・・・・

使使使使

途途途途

のののの

点点点点

検検検検

評評評評

価価価価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。

○指名競争入札により業者選定をおこなっており、事業目的

に即した支出となっている。

受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

－

12,547 12,547 10,038 2,509

今後今後今後今後のののの取取取取りりりり組組組組みみみみ方針方針方針方針

・郷土の音楽や町歌を、三線と吹奏楽のコラボレーションができるよう、新たに編曲委託(年間２曲予定)を行い、与那原の新しい音楽として発信準備。

　またその楽器の演奏指導を行う指導講師による楽器演奏講習会を定期的に実施(年間のべ60回開催予定)し、児童生徒の指導にあたる。

　そして、その成果を与那原祭りや、チャンプルー市等、様々な場面で町内外に発信する。

資金資金資金資金のののの流流流流れれれれ

（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費

交付対象

事業費

交付対象

外経費

交付金

充当額

市町村

負担金

取取取取

組組組組

のののの

検検検検

証証証証

推進上推進上推進上推進上のののの留意点留意点留意点留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地改善余地改善余地改善余地のののの検証検証検証検証（効率の更なる向上の視点）

(ア)計画通りの環境整備が行えたので、次年度からの活用に向けて指導者

の確保が必要となる。

(イ)児童生徒を対象とした楽器指導講習会を円滑に行うための学校現場との

連携が重要となる。

(ア)町内の音楽家やその関係者を中心に指導講師を依頼し、地域に密着し

た講師陣を確保する。

(イ)学校現場との定期的な連絡会の実施と、指導スタッフとして小中学校の

音楽専科教師を委嘱する。

与那原町

12,547千円

　備品購入費

　12,547千円

　（株）普久原楽器

　12,547千円

三味線、ピアノ、管楽器等の整

備



( ） （ ） （ ） （ ）

( ） （ ） （ ） （ ）

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( )

 　 □直接実施　　　　　□委託　　　　　■補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

(a)当初予算額

事業実施事業実施事業実施事業実施

（（（（予定予定予定予定））））年度年度年度年度

目　標

62

75

【参考指標】

　　　０歳児定員（各年10月現在）

担当部課名担当部課名担当部課名担当部課名

Ⅲ－４

目　標

A．計(b+d)

28年度

26年度25年度

市町村名市町村名市町村名市町村名 与那原町

事業番号事業番号事業番号事業番号

・・・・事業名事業名事業名事業名

平成平成平成平成２４２４２４２４年度沖縄振興特別推進交付金事業年度沖縄振興特別推進交付金事業年度沖縄振興特別推進交付金事業年度沖縄振興特別推進交付金事業（（（（市町村分市町村分市町村分市町村分））））検証検証検証検証シートシートシートシート【【【【公表用公表用公表用公表用】】】】

第3章－2－（２）

5 ほっとハート子育て応援事業

子育てセーフティネットの充実

実　績

予

算

の

状

況

1,091

62

実　績

24人 14人

実　績

目　標

62

1,089

1,091

▲ 1,159

平成24年～33年度

沖縄沖縄沖縄沖縄２１２１２１２１世紀世紀世紀世紀ビジョンビジョンビジョンビジョン

基本計画該当箇所基本計画該当箇所基本計画該当箇所基本計画該当箇所

　福祉課 沖縄振興基本方針沖縄振興基本方針沖縄振興基本方針沖縄振興基本方針

該当箇所該当箇所該当箇所該当箇所

(b)予算現額

2,250

事業内容事業内容事業内容事業内容

待機児童の多くを占める0歳児を受け入れる保育所においては、その安全安心な保育を確保するための対策は重要であり、9人以上の0歳児童

保育を安全安心に実施する為に、看護師配置する認可保育所へその経費の一部を助成することで、待機児童対策に取り組む。

実施方法実施方法実施方法実施方法

26年度 27年度　24年度 25年度

予算額予算額予算額予算額・・・・

執行額執行額執行額執行額

【【【【単位単位単位単位::::千円千円千円千円】】】】

（「（「（「（「交付金交付金交付金交付金」＋」＋」＋」＋

「「「「市町村負担市町村負担市町村負担市町村負担」」」」

ベースベースベースベース））））

予算の状況の説明

(c)増減額(b-a)

成果目標成果目標成果目標成果目標

（（（（指標指標指標指標））））

及及及及びびびび進捗状況進捗状況進捗状況進捗状況

基準値

（23年度）

活動目標活動目標活動目標活動目標

（（（（指標指標指標指標））））

及及及及びびびび達成状況達成状況達成状況達成状況

本事業を活用することで、各園が積極的に看護師配置（雇用）の努力を行った。（5か所中3ヶ所が配置した。）

H24活動目標（指標）

認可保育園への看護師配置：

5名（1カ所1名の5カ所）

75

進

捗

状

況

説

明

H24成果目標（指標）

3ヶ所

－

執行率（％）(B/A)

うち交付金充当額

次年度繰越額

(d)前年度繰越額

B．執行済額

27年度

実　績

24年度

99.8%

5ヶ所

達

成

状

況

説

明

目　標

0

871

当初予算時には認可園（5か所）すべてに看護師配置を目標としていたが、目標修正（3ヶ所）により減額が生じた。

達成状況

10人

14人

目標値

（33年度）

0人

24年度 25年度

10人

26年度

0歳待機児童数

（各年10月現在）

81

3か所へ看護師を配置したことで、0歳児の待機児童が10名入所した。このことにより平成23年24名の0歳児待機児童数が平成24年同時

期は14名に減少した。



評価に関する説明

01,089 1,089 871 218

－

○

点　検　項　目

支出先の選定方法は妥当か。

予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

受益者との負担関係は妥当であるか。

評価

○

費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

○

資資資資

金金金金

のののの

流流流流

れれれれ

、、、、

費費費費

目目目目

・・・・

使使使使

途途途途

のののの

点点点点

検検検検

評評評評

価価価価

取取取取

組組組組

のののの

検検検検

証証証証

推進上推進上推進上推進上のののの留意点留意点留意点留意点（推進上の問題、外部環境の変化）

●当初、すべての認可園（5か所）で看護師を配置する予定であったが、看護

師不足からか看護師の確保が困難であったことから目標を3ヶ所にした。3ヶ

所に目標を修正したが一定の成果が得られたのは評価に値する。

今後今後今後今後のののの取取取取りりりり組組組組みみみみ方針方針方針方針

●看護師を配置することで0歳児の待機児童が10名入所したことから、0歳児童の待機数が減少した。本事業を継続すると同時に、対象認可園の拡大に努めた

い。

資金資金資金資金のののの流流流流れれれれ

（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

交付対象

事業費

総事業費

○事業目的に即し妥当である。

○保育の委託先である法人保育所を対象とした事業であり、

事業の目的内容から妥当である。

市町村

負担金

交付対象

外経費

交付金

充当額

改善余地改善余地改善余地改善余地のののの検証検証検証検証（効率の更なる向上の視点）

●各認可園においては看護師確保に苦慮している実態があることから、ハ

ローワークや看護協会等と連携し看護師確保の支援が必要。

補助金

1,089千円

与那原町

1,089千円

与原保育所

400千円

東の森保育所

400千円

コスモス保育所

289千円

看護師雇用（1名）に係る経費

看護師雇用（1名）に係る経費

看護師雇用（1名）に係る経費


